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発 行 特定非営利活動法人  

ソーシャルネット南のかぜ 

 

南のかぜだより 

巻 頭 言 
 

立ち上げから 13年目を迎えることになりました。 

13年目を迎え当法人の活動での課題について考えてみます。組織の問題としては活動会員の高齢

化や新しいメンバーが増えないなど、持続可能な組織運営を考えなければいけない現状がありま

す。また、個別対応では、虐待対応で対応の検討が必要な事案がありました。それを受けて 1月 26

日に公開講座「虐待対応・それぞれの立場から～権利侵害からの回復支援～」を開催することにな

りました。私たちは、被後見人の権利を守るために権利擁護支援を実践していますが、改めて私た

ちに何ができるかを考えてみたいと思います。また、先日利用者の入所している施設の地域連携会

議に参加してまいりました。会議には、利用者・利用者家族・後見人等・地域の民生委員・行政・

福祉関係者・各施設のサービス管理責任者等の 15人が出席する会議でした。BCP対応（※１）や虐待対

応についても話し合われました。そこで「虐待防止のクレド（※２）」というものがあることを知りま

した。このようなものがあることを知りとても勉強になりました。信条や行動指針では、東京ディ

ズニーリゾートを運営するオリエンタルランド社の「The Five Keys（5つの鍵）」のように、多く

の組織ではクレドを具体的な行動指針として策定し、共有しています。AIによると一般的な組織に

おけるクレドの要素としては、つぎのようなものが含まれるとのこと。①顧客・利用者への姿勢

（例：「常に相手の立場で考える」）②チームワーク・協調性③責任感・倫理観④専門性の追求・

成長意欲⑤社会貢献・コンプライアンスです。 

後見人も本人もチームの一員として一緒にチーム作りをすることが大切だと思います。今後も様々

な課題に会員一人一人が真摯に向き合いファンクラブができるような活動をすすめています。

す。                                   （大輪典子） 

                                                               
※１ＢＣＰ（Bisiness Continuity Plan）対応とは、自然災害やシステム障害、感染症など緊急事態

が発しても、企業が中核事業を停止させずに継続・早期復旧させるための事前計画の事です。 

※２クレド(Credo)とは、ラテン語で「信条」、「志」、「約束」を意味し、ビジネスでは「企業全

体の従業員が共有し、行動の指針とする具体的な概念を共有し、行動の指針とする具体的な価値

観や規範」を指します。 
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私
は
南
の
か
ぜ
の
活
動
に
加

え
、
日
野
市
の
一
穂
会
で
ん
で
ん

ハ
ウ
ス
で
地
域
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
で
ん
で
ん
ハ
ウ
ス
で
は
、

参
加
者
が
得
意
な
も
の
を
教
え

学
び
合
う
教
室
を
開
催
し
、
楽
し

み
な
が
ら
顔
と
顔
が
見
え
る
関

係
を
つ
く
り
、
互
い
に
支
え
合
え

る
地
域
と
な
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
を
目
的
に
健
康
で
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
の
６
講
座
を

企
画
し
ま
し
た
。
令
和
７
年
11

月
に
第
1
部
と
し
て
健
康
の
維

持
を
目
的
に
管
理
栄
養
士
・
看
護

師
・
理
学
療
法
士
に
よ
る
「
入
れ

て
（
食
べ
て
）
・
出
し
て
・
元
気

に
歩
く
」
の
３
連
続
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。 

    

 

第
２
部
は
令
和
８
年
２
月
に

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
「
施
策

・
制
度
を
知
ろ
う
」
と
一
般
施
策

・
介
護
保
険
制
度
・
成
年
後
見
制

度
等
の
３
講
座
を
企
画
し
て
い

ま
す
。
３
回
目
の
講
座
で
は
南
の

か
ぜ
の
会
員
が
後
見
制
度
を
含

め
身
近
な
権
利
擁
護
の
講
座
を

担
当
し
ま
す
。
健
康
で
暮
ら
す
た

め
の
知
恵
や
転
ば
ぬ
先
の
知
識

を
深
め
な
が
ら
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
支
え
あ
い
の
輪
が
広
が
る

取
り
組
み
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 
 

（
鈴
木
禎
子
） 

     
稲
城
市
で
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
支
援
し
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
開
設
・
運
営
す
る
サ
ロ
ン

活
動
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き

サ
ロ
ン
」
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。 

 

令
和
７
年
11
月
26
日
に
そ
の

う
ち
の
一
つ
で
、
自
宅
リ
ビ
ン

グ
を
開
放
し
サ
ロ
ン
を
開
催
し

て
い
る
「
え
ん
が
わ
」
で
親
族

後
見
人
支
援
事
業
～
笑
顔
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
～
を
行
い

ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
い
つ
も
参
加
さ
れ

て
い
る
高
齢
者
と
ス
タ
ッ
フ
7

人
が
集
ま
り
、
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
雰
囲
気

の
な
か
で
、
成
年
後
見
制
度
や

遺
言
な
ど
の
話
を
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
ま
だ
元

気
で
し
っ
か
り
さ
れ
て
い
る
の

で
、
金
銭
管
理
な
ど
は
自
身
で

行
っ
て
お
り
、
お
子
さ
ん
た
ち

に
は
財
産
の
詳
細
な
ど
は
、
伝

え
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す

が
、
今
後
に
備
え
て
自
分
の
思

い
や
家
族
等
に
伝
え
た
い
こ
と

な
ど
を
当
日
お
渡
し
し
た
「
わ

た
し
の
物
語
を
つ
む
ぐ
ノ
ー

ト
」
に
記
載
し
て
お
く
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る

た
め
に
遺
言
は
有
効
で
あ
り
、

公
証
役
場
で
作
成
す
る
こ
と
も

で
き
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

普
段
聞
く
機
会
が
な
い
話
に
、

参
考
に
な
っ
た
と
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。(

窪
田
由
利
子
） 

       

    

 
  

 
 

   

 

    

 

2026
年
６
月
１５
日
、
ベ
ル
ト
レ

ト
・
ブ
レ
ヒ
ト
作
「
肝
っ
玉
お

っ
母
と
子
供
た
ち
」
を
能
登
演

劇
堂
で
観
て
き
ま
し
た
。
無
名

塾
、
仲
代
達
矢
主
演
で
す
。 

 

父
親
の
違
う
３
人
の
子
供

を
、
兵
士
相
手
の
行
商
を
し
て

育
て
た
肝
っ
玉
お
っ
母
ア
ン
ナ

が
主
人
公
。
戦
争
で
稼
い
だ
者

は
戦
争
に
利
子
を
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
劇
中
の
セ
リ
フ

に
も
あ
る
が
、
３
人
の
子
供
た

ち
は
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
死

ん
で
い
く
。
そ
れ
で
も
ア
ン
ナ

は
幌
車
を
引
い
て
軍
隊
を
追
っ

て
兵
士
相
手
に
商
売
す
る
生
き

方
し
か
で
き
な
い
。 

能
登
演
劇
堂
の
舞
台
の
仕
掛

け
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら
驚
か

さ
れ
る
。
そ
し
て
92
歳
の
主
役

仲
代
達
矢
が
凄
か
っ
た
。
２
人

の
子
供
を
亡
く
し
て
、
長
男
は

（
死
ん
で
い
る
事
は
観
客
に
は

明
か
さ
れ
て
い
る
）
生
き
て
い

る
と
信
じ
て
幌
車
を
ひ
と
り
歌

い
な
が
ら
引
い
て
い
く
ラ
ス
ト

に
涙
が
で
た
。 

２
〜
３
年
前
、
ア
ル
ト
ゥ
ロ·

ウ
ィ
の
興
隆
を
た
ま
た
ま
半
額

で
譲
っ
て
も
ら
っ
た
チ
ケ
ッ
ト

で
観
て
以
来
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
舞

台
を
な
る
べ
く
観
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
実
は
、
ち
ょ
っ
と
前

に
文
学
座
で
も
「
肝
っ
玉
お
っ

母
と
そ
の
子
供
た
ち
」
を
演
っ

て
い
て
、
そ
れ
も
と
っ
て
も
良

か
っ
た
。
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

ま
っ
て
い
て
主
役
以
外
の
人
た

ち
も
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
立
っ
て

い
て
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
戦

争
の
、
引
い
て
は
人
間
の
矛

盾
、
人
間
の
愚
か
さ
、
美
し
さ·

··

、 
 
 
 
 

ブ
レ
ヒ
ト
の

面
白
さ
が
細
か
く
よ
く
分
か
っ

た
。
無
名
塾
の
方
は
、
仲
代
達

矢
が
圧
倒
的
だ
っ
た
と
私
は
思

っ
た
。
ふ
た
つ
観
る
こ
と
で
よ

り
内
容
が
深
ま
っ
た
。 

 

2025
年
１１
月
、
仲
代
達
矢
さ
ん

の
訃
報
が
流
れ
ま
し
た
。
１１
月

８
日
に
肺
炎
で
亡
く
な
っ
た
と

の
事
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。 

 

（
田
村
篤
子
） 

 

 

 
 

 
 

 

 

地
域
活
動
報
告
（
日
野
市
） 

と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
身
近
な
材

料
で
簡
単
に
で
き
る
食
事
、
電
子
レ

ン
ジ
で
ご
飯
を
炊
く
な
ど
、
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
（
参
加
者
の
感
想
） 

 

地
域
活
動
報
告
（
稲
城
市
）

市
） 

 

追
悼 

仲
代 

達
矢 

 

終活・将来の

不安なんでも
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2026
年
1
月
26
日
（
月
）
稲

城
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
介

護
予
防
教
室
で
、
一
般
社
団

法
人
権
利
擁
護
支
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
も
す
代
表
理
事
の

川
端
伸
子
氏
を
講
師
に
招
き 

「
虐
待
対
応
・
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら 

～
権
利
侵
害

か
ら
の
回
復
支
援
～
」 

を
開
催
し
ま
し
た
。 

                       

       

当
日
は
一
般
16
名
、
会
員 

13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講

師
か
ら
は
虐
待
の
と
ら
え
方

か
ら
高
齢
者
虐
待
や
障
害
者

虐
待
の
背
景
、
養
護
者
や
施

設
従
事
者
等
に
よ
る
虐
待
対

応
や
そ
れ
に
成
年
後
見
人
と

し
て
ど
う
対
応
す
る
か
等
、

基
本
的
な
と
ら
え
方
か
ら
対

応
の
仕
方
ま
で
の
説
明
が
あ

り
中
身
の
濃
い
講
演
で
し
た 

 

《
講
演
の
概
要
》 

 

１
．
虐
待
の
と
ら
え
方 

・
虐
待
は
、
他
者
か
ら
の
不

適
切
な
扱
い
に
よ
り
権
利

利
益
を
侵
害
さ
れ
る
状
態

や
生
命
、
健
康
、
生
活
が
損

な
わ
れ
る
よ
う
な
状
態
に

置
か
れ
る
こ
と
。
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
は
①
本
人
に
虐
待

を
受
け
て
い
る
と
い
う
認

識
や
被
害
の
訴
え
が
あ
る

か
ど
う
か
は
関
係
な
い
②

虐
待
者
に
虐
待
の
認
識
や

悪
意
が
あ
る
か
ど
う
か
は

関
係
な
い
③
虐
待
の
原
因

は
問
わ
な
い
④
虐
待
で
あ

る
か
ど
う
か
の
判
断
は
調

査
の
上
で
行
政
が
行
う 

・
養
護
者
に
よ
る
高
齢
者
虐

待
の
種
類
は
、
身
体
的
虐
待
、

心
理
的
虐
待
、
介
護
・
世
話

の
放
棄
・
放
任
、
性
的
虐
待
、

経
済
的
虐
待
、
虐
待
防
止
法

に
準
じ
た
対
応
を
行
う
も

の
と
し
て
、
そ
の
他
夫
婦
間

の
暴
力
や
セ
ル
フ
・
ネ
グ
レ

ク
ト
等 

・
養
護
者
と
は
、
金
銭
管
理
、

食
事
や
介
護
等
の
世
話
、
自

宅
の
鍵
な
ど
の
管
理
な
ど

何
ら
か
の
世
話
を
し
て
い

る
者
（
同
居
し
て
い
な
く
て

も
身
辺
の
世
話
を
し
て
い

る
親
族
・
知
人
） 

 ２
．
養
護
者
に
よ
る
虐
待
対
応 

・
虐
待
を
受
け
て
い
る
人
が

自
分
を
責
め
る
傾
向
に
あ

る
事
を
理
解
す
る
。 

・
虐
待
の
背
景
・
要
因
と
し

て
は
、
認
知
症
や
障
害
へ
の

無
理
解
・
無
関
心
が
あ
げ
ら

れ
る
。
認
知
症
や
障
害
に
対

し
て
理
解
す
る
地
域
を
作

る
事
と
適
切
な
ア
セ
ス
メ

ン
ト
が
必
要
で
あ
る
。
ケ
ア

す
る
方
の
息
ぬ
き
の
場
を

つ
く
る
な
ど
ケ
ア
す
る
方

を
支
援
す
る
事
が
必
要
で

あ
る
。 

・
初
動
期
は
必
要
な
緊
急
対

応
を
行
い
、
緊
急
性
・
深
刻

度
を
下
げ
る
支
援
を
優
先

す
る
。
そ
の
後
、
関
係
者
・

関
係
機
関
に
支
援
の
輪
を

広
げ
、
虐
待
の
発
生
要
因
に

働
き
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

支
援
チ
ー
ム
を
形
成
、
生
活

を
安
定
さ
せ
て
終
結
さ
せ

て
い
く
。 

 ３
．
養
護
者
虐
待
対
応
に
お
い

て
成
年
後
見
人
等
と
し
て
気

を
付
け
て
お
き
た
い
こ
と 

・
虐
待
と
思
っ
た
ら
、
通
報

は
法
的
義
務
。
発
見
し
た
人

が
知
ら
せ
る
の
が
基
本
で

あ
る
。
通
報
の
場
合
は
守
秘

義
務
が
除
外
さ
れ
る
。
虐
待

対
応
で
は
通
報
者
が
特
定

さ
れ
る
よ
う
な
対
応
を
し

て
は
な
ら
な
い
事
に
な
っ

て
い
る
。 

・
養
護
者
に
よ
る
虐
待
の
通

報
・
相
談
先
に
つ
い
て
、
子

供
の
場
合
は
「
１
８
９
」（
い

ち
は
や
く
）
、
障
害
者
の
場

合
は
、
障
害
者
の
住
む
地
域

の
市
町
村
の
障
害
者
虐
待

防
止
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
の

場
合
は
、
高
齢
者
の
住
む
地

域
を
管
轄
し
て
い
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
な

っ
て
い
る
。 

・
虐
待
対
応
の
流
れ
の
中
で

成
年
後
見
人
等
の
役
割
と

し
て
は
、
「
見
た
ま
ま
、
聞

い
た
ま
ま
」
を
記
録
し
通
報

す
る
、
事
実
確
認
調
査
に
協

力
す
る
、
依
頼
さ
れ
た
対
応

を
行
い
結
果
を
報
告
す
る
、

必
要
に
応
じ
て
会
議
に
出

席
し
、
虐
待
対
応
方
針
・
計

画
を
協
議
し
決
定
す
る
、
方

針
・
計
画
に
基
づ
い
た
対
応

を
行
い
、
結
果
を
報
告
す
る
。 

 ４
．
施
設
従
事
者
等
に
よ
る
虐

待
対
応 

・
当
該
養
介
護
施
設
等
の
所

在
地
の
市
町
村
が
通
報
を

受
け
付
け
た
場
合
は
、
任
意

協
力
で
の
事
実
確
認
調
査

の
ほ
か
必
要
に
応
じ
て
老

人
福
祉
法
又
は
介
護
保
険

法
に
基
づ
く
立
ち
入
り
検

査
等
の
権
限
を
適
切
に
行

使
し
事
実
確
認
を
行
う
。 

公
開
講
座
を
受
講
し
て 

「
虐
待
対
応
・
そ
れ
ぞ
れ 

の
立
場
か
ら
」 
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・
養
介
護
施
設
従
事
者
等
に

よ
る
介
護
者
虐
待
の
相
談
・

通
報
者
で
は
、
当
該
施
設
職

員
が
28，7
％
と
最
も
多
く
当

該
施
設
管
理
者
等
が
16，7
％

家
族
親
族
が
15,2
％
、
当
該
施

設
元
職
員
が
7,5
％
。 

・
養
介
護
施
設
従
事
者
等
に

よ
る
高
齢
者
虐
待
の
内
容
、

虐
待
種
目
で
最
も
多
い
の

は
、
身
体
的
虐
待
次
い
で
心

理
的
虐
待
。 

 

５
．
施
設
従
事
者
等
虐
待
に
お

い
て
成
年
後
見
人
等
と
し
て

気
を
付
け
て
お
き
た
い
こ
と 

・
施
設
従
事
者
等
に
よ
る

虐
待
の
通
報
・
連
絡
先
は
、

障
害
者
の
場
合
は
当
該
支

給
決
定
し
た
市
町
村
、
高

齢
者
の
場
合
は
、
施
設
・
事

業
所
が
所
在
す
る
市
町
村

で
あ
る
。 

・
通
報
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
通

報
は
法
的
義
務
で
あ
り
施

設
・
事
業
者
に
よ
る
通
報

者
へ
の
「
不
利
益
取
り
扱

い
」
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。 

・
障
害
や
認
知
症
な
ど
の

特
性
上
、
簡
単
に
利
用
し

て
い
る
施
設
や
事
業
所
を

変
え
る
事
が
で
き
な
い
場

合
、
ご
本
人
に
不
利
益
を

生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
事
が
考
え
ら

れ
る
か
。
被
害
を
受
け
て

い
る
高
齢
者
・
障
害
者
が

匿
名
の
状
態
で
の
通
報
は

受
け
付
け
ら
れ
な
い
。
通

報
す
る
場
合
に
は
、
被
害

者
本
人
の
名
前
を
伝
え
た

上
で
、
施
設
や
事
業
者
か

ら
不
利
益
な
扱
い
が
予
想

さ
れ
る
場
合
に
は
そ
の
内

容
も
含
め
て
伝
え
る
。
通

報
す
る
事
は
他
の
利
用
者

の
人
権
・
権
利
の
救
済
に

も
つ
な
が
る
。 

・
虐
待
の
事
実
を
明
ら
か

に
す
る
の
は
通
報
者
で
は

な
く
行
政
の
役
割
な
の
で
、

成
年
後
見
人
等
が
ま
ず
や

る
べ
き
は
、
通
報
す
る
こ

と
で
あ
る
。 

・
虐
待
の
事
実
は
、
被
後
見

人
だ
け
で
な
く
他
の
利
用

者
に
生
じ
て
い
る
場
合
も

考
え
ら
れ
る
。
成
年
後
見

人
等
は
本
人
の
情
報
を
行

政
に
伝
え
る
と
い
う
役
割

で
連
携
を
図
る
。
虐
待
対

応
が
滞
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
と
感
じ
る
際
に
は
、
今

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の

か
尋
ね
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
、
必
要
な
場
合
に
は
情

報
開
示
請
求
や
苦
情
申
し

立
て
を
行
っ
て
い
く
。 

・
行
政
は
、
施
設
・
事
業
所

と
い
っ
た
組
織
に
対
し
て
、

虐
待
の
有
無
の
通
知
や
改

善
計
画
の
提
出
の
依
頼
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
改
善

勧
告
・
改
善
命
令
等
の
行

政
処
分
を
行
う
。
施
設
・
事

業
所
は
、
行
政
か
ら
の
通

知
・
指
導
に
基
づ
い
て
、
虐

待
防
止
委
員
会
で
対
策
を

話
し
合
い
、
改
善
計
画
等

を
提
出
す
る
。 

・
成
年
後
見
人
等
は
、
虐
待

が
起
こ
っ
た
施
設
・
事
業

所
が
改
善
計
画
の
説
明
を

し
よ
う
と
し
な
い
場
合
に

は
、
虐
待
防
止
委
員
会
で

取
り
組
む
事
項
で
あ
る
こ

と
を
施
設
・
事
業
者
側
に

伝
え
成
年
後
見
人
等
だ
け

で
な
く
、
他
の
利
用
者
・
家

族
に
対
し
て
も
広
く
改
善

計
画
・
方
針
を
説
明
す
る

よ
う
、
施
設
・
事
業
所
の

「
虐
待
防
止
担
当
者
」
に

求
め
る
。 

・
被
後
見
人
等
が
虐
待
に

よ
り
受
傷
し
た
場
合
や
、

加
害
者
を
す
ぐ
に
で
も
逮

捕
し
て
欲
し
い
、
犯
罪
立

件
を
し
て
欲
し
い
と
い
う

場
合
に
は
、
警
察
に
す
ぐ

に
通
報
を
す
る
。
成
年
後

見
人
等
は
、
被
後
見
人
の

保
護
の
要
否
や
再
発
防
止

を
求
め
る
必
要
も
あ
る
の

で
、
虐
待
防
止
法
上
の
行

政
へ
の
通
報
も
行
う
こ
と

に
な
る
。 

・
家
庭
裁
判
所
や
後
見
監

督
人
へ
の
報
告
の
タ
イ
ミ

ン
グ
は
、
経
済
搾
取
、
犯
罪

に
該
当
す
る
事
案
、
本
人

の
居
場
所
を
変
更
す
る
よ

う
な
事
案
に
つ
い
て
は
、

通
報
の
時
点
で
直
ぐ
に
家

庭
裁
判
所
に
状
況
の
一
報

を
入
れ
る
。
後
見
監
督
人

に
は
、
事
案
を
選
ば
ず
逐

次
状
況
を
報
告
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

《
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
》 

・
具
体
的
な
お
話
は
分
か
り

や
す
か
っ
た
で
す
。
法
律
的
な

部
分
は
、
自
分
自
身
が
無
知
な

こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
も
っ

と
勉
強
し
た
い
。 

・
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、

も
っ
と
長
い
時
間
だ
っ
た
ら

な
と
思
う
講
演
会
で
し
た
。 

・
虐
待
は
手
を
だ
さ
な
く
て

も
虐
待
に
な
る
こ
と
を
知
ら

な
く
て
、
虐
待
の
と
ら
え
方
の

ポ
イ
ン
ト
が
分
か
っ
た
の
で

良
か
っ
た
で
す
。
虐
待
の
原
因

は
問
わ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ

で
う
な
づ
け
ま
し
た
。 

・
初
心
に
か
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
事
例
も
あ
っ
た
の
で

よ
く
わ
か
り
、
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

 

講
演
で
講
師
よ
り
、
「
社
会

構
造
の
中
で
虐
待
は
発
生
し

て
い
る
。
誰
で
も
虐
待
に
至
る

可
能
性
が
あ
る
。
ど
こ
で
で
も

起
こ
り
う
る
と
い
う
認
識
。
そ

の
ま
ま
に
し
て
良
い
事
で
は

な
い
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ

と
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
後

見
人
と
し
て
そ
の
よ
う
な
意

識
を
も
っ
て
常
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 

1
月
26
日
、
公
開
講
座
資
料
を

も
と
に
筆
者
が
作
成
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 

 

（
市
川 

悦
子
） 

 

※
こ
の
事
業
は
、
稲
城
市
社
会
福
祉
協

議
会
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
助
成
金
を

受
け
て
開
催
し
ま
し
た
。 
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高齢者等終身サポートサービス事業の動向 
 

 

国の動きと民間の動き 
 

判断能力が十分な身寄りがない高齢者等は民間の事業者を頼るか、資力が無いと頼れる制度がありま
せんでしたが「高齢者等終身サポートサービス事業（本事業）」の業界に大きな動きがありました。本
事業は「身元保証」「日常生活」「死後事務」に係るサービスを終身に渡って提供する事業ですが、契
約に関するトラブルが多く問題が指摘されていました。そのため消費者保護と本事業の健全な発展を目
的として令和６年に「高齢者等終身サポートサービス事業者ガイドライン」が発出されました。しかし
本事業を監督する省庁、事業を直接規律・監督する法令制度が無い状況は変わらず問題は残されたまま
となっていました。これに対し業界の大きな動きがありました。令和７年９月に「一般社団法人高齢者
等終身サポート事業者協議会」が設立されました。関係法令やガイドラインの順守と普及促進、倫理性・
透明性の確保、事業運営の質の向上を通じて、利用者が安心してサービスを受けられる環境の整備を目
的としています。設立時の会員は１０法人（契約会員数約 14,000 名）で今後会員数を増やし、高い倫理
観と社会的責任をもって行動する業界団体として健全な業界の形成に貢献することを使命としていま
す。業界の質や信頼性が担保できれば行政との連携も視野に入ります。 
 
一方国の動きとしては、令和７年 12 月 18 日 社会保障審議会福祉部会報告書（厚生労働省）が公表

されました。頼れる身寄りが居ない高齢者等への対応や総合的な権利擁護支援策の充実を図るため、福
祉サービス利用援助事業を拡充・発展させ、「日常生活」「入院・入所の手続等（身元保証）」「死後
事務」に係る新たな第二種社会福祉事業（新たな事業）を社会福祉法に位置づけることが盛り込まれて
います。一定の公的関与の下、社会福祉協議会や社会福祉法人等の多様な実施主体が想定されています。
自治体にも制度整備に向けた方向性が示されたといえます。今後、法制化に向けた作業が行われる予定
です。 

 
ニーズは高齢者に限らず増え続け、行政のみで支えるのは困難と思われ、行政と民間・地域社会資源

等の多様な主体が連携した包括的・重層的な制度設計が必要です。 
 近隣の社会福祉協議会では、調布市（あんしん未来支援事業）、多摩市（高齢者あんしんサポート事
業）・狛江市（あんしん未来事業（単身高齢者等支援事業））等が実施されていますが、調布市以外は
高齢者のみを対象としています。高齢者だけでなく、低所得者や誰でもが利用できる制度が望まれます。 
愛知県豊田市では、令和７年１２月に、市・市社協と１２団体が高齢者支援で協定を結び共生社会に

向けた重層的支援のプラットホーム作りの取り組みを始めています。多くの自治体にとって参考になる
と思われ成果を見守って行きたいと思います。                   （小川弘子） 

     

変
え
る
の
は
今
だ
と
気
づ
い
た

と
き
、
浮
か
ん
だ
こ
と
を
書
い
て
み

ま
し
た
。 

【
足
る
を
知
る
】 

読
売
巨
人
軍
に
所
属
し
て
い
た

堀
内
投
手
を
ご
存
じ
で
す
か
。
若

い
と
き
中
々
２０
勝
で
き
ず
身
延

山
の
寺
の
住
職
に
質
問
し
た
と
き

の
こ
と
。 

            堀
内:

な
ぜ
２０
勝
で
き
な
い
の
か
？ 

住
職:

２０
勝
だ
け
見
て
い
る
か
ら
だ
。

堀
内:

ひ
た
す
ら
日
々
努
力
し
た

ら
１
年
目
に
２０
勝
達
成
で
き
た
。 

【
老
い
る
シ
ョ
ッ
ク
】 

 

人
口
減
少
の
中
、
長
寿
化
で
厳

し
い
現
実
は
目
の
前
に
。
１００
歳
以

上
の
人
口
は
９
万
９
７
６
３
人(

２
０

２
５
年)

、
６
２
年
前
の
１
５
３
人
の

約
６
５
２
倍
。 

成
年
後
見
人
等
の
立
場
か
ら
、

高
齢
化
に
伴
う
本
人
・キ
ー
パ
ー

ソ
ン
の
環
境
や
病
状
等
の
変
化
で
、

資
産
の
減
少
、
施
設
・病
院
の
転

所
・
転
院
等
の
条
件
も
変
化
、
医

療
同
意
の
確
認
の
複
雑
化
で
担
当

者
の
負
担
増
も
。 

当
然
受
任
者
も
老
い
ま
す
が
、
逆 

に
長
寿
だ
か
ら
長
く
働
け
ま
す
。 

 

長
寿
を
楽
し
む
に
は
健
康
寿
命 

を
延
ば
す
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
が
、
自

分
だ
け
長
生
き
だ
け
で
な
く
、
配

偶
者
を
大
事
に(

特
に
男
性
は
役

割
の
喪
失
感
か
ら
籠
り
勝
ち)

し
て

お
互
い
刺
激
し
あ
う
人
生
も
あ
り

か
も
・
・ 

 

【
夢
に
向
か
っ
て
準
備
中
】 

今
後
は
、
自
分
と
家
族
の
為
に

時
間
を
使
う
予
定
。
①
料
理
を
楽

し
む
会
②
高
齢
者
施
設
で
歌
謡
シ

ョ
ー
の
会
に
入
会
。
２
年
前
か
ら
歌

の
個
人
レ
ッ
ス
ン
を
受
講
中
で
す
。 

【
い
い
か
げ
ん(

好
い
加
減)

の
お
ス
ス

メ
】 

「
い
い
か
げ
ん
」
と
は
★
無
責
任
・
で

た
ら
め
★
丁
度
よ
い
程
度
と
相
反

す
る
意
味
が
あ
り
ま
す
。
私
が
お

伝
え
し
た
い
の
は
後
者
。
高
齢
に
な

っ
た
ら
、
あ
ま
り
こ
と
を
深
刻
に
受

け
止
め
ず
、
都
合
の
悪
い
こ
と
は
適

当
に
忘
れ
受
け
流
し
、
日
々
を
楽

し
め
た
ら
ベ
ス
ト
か
も
れ
ま
せ
ん

ね
。  

 

                             

                             

             

                      

叶えたい夢(お金・健康・知識等)もメン

テナンスが必要なのは同じ！ 

与えられた範囲の中でⅠ日１日を丁寧

に生きてこそ夢は叶うのだね！辛抱し

て継続が形に。継続できるのも能力の

うち。 

堀内 20勝 

退
会
に
向
け
て 

 
～
始
ま
り
は
気
づ
き
か
ら
～ 

 
 
 
 
 
 

音
川 

敏
枝 
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21 番目は、生活力の向上に関する権利の中の 

Service Plan“サービス等利用計画と個別支援計画の作成”です。 

Right（権利）：To participate in developing your service plan.  

To participate in developing your service plan meeting.   

（明確で個別化された支援計画（サービスプラン）を持ち、その作成・見直し・実行に参加する権利） 

Sample Responsibilities （責任）: 

To think about what your want and need. （自分の要望や必要なことを考えて） 

To let people know at your meeting, or before, what you want and need. 

                 （自分の希望、困っていること、目標について、可能な限り伝える努力をすること） 

 

Service Plan は、これまでに列挙された 1〜20 の権利を現実の生活の中で「実現するための重要な

機能」です。利用者は、支援やサービスの内容を他者に一方的に決められる存在ではなく、本人がその

計画づくりに参加する主体です。 

Service Plan の権利とは、「人生を他人に管理される存在」ではなく、「支援を受けながらも、自

分の人生の方向に関与し続ける存在である」ことを保障する人権であるのです。これは、本人の生活や

将来を左右する支援計画について、話し合いの場に“いる”だけでなく、“関与する”権利があること

を意味します。 

26の権利の一貫した思想では、支援が必要な状態にあっても、人は常に尊厳と意思をもつ存在であり、

その意思は尊重されなければなりません。Service Plan （支援計画）を人権として位置づけること

は、本人中心主義（Person-Centered）の具体化であり、尊重・自己表明・生活の選択といった他の人

権を、実際の支援の中で生かすための中核的な仕組みと言えます。 

この権利を生かすために、本人・支援者・社会がそれぞれの立場で責任を果たす必要があります。原

文では、責任として「自分が何を望み、何を必要としているかを考えること」「会議の場、あるいは事

前に、それを周囲の人に伝えること」が示されていますが、これは、本人に過度な負担を求めるもので

はなく、可能な範囲で自分の思いを整理し、共有しようとする姿勢を大切にする、と解釈できます。判

断や表現が難しい場合には、支援者や後見人がその意思をくみ取り、代弁・補完する責任を負う必要が

あるのです。 

日本の制度では、サービス等利用計画や個別支援計画などがあり、支援に必要な手続として定着して

いますが、本人の権利という意識は必ずしも強くありません。計画会議への本人参加が形式的であった

り、内容が専門職主導で決まったりすることも少なくないのが現状です。 

26の権利における Service Planのあるべき姿は、こうした日本の実務に対し、重要な示唆を与えて

いると思います。サービスプランは「支援を管理する手続き書類」ではなく、「本人が自分の人生に関

わり続けるための権利行使文書」であるという視点です。この視点に立つことで、計画作成の場は、本

人の声を聴き、尊厳を確認する場へと変わります。 

Service Plan （支援計画）を権利として捉えることは、支援の質を高めるだけでなく、後見や支援

の在り方そのものを問い直すことにつながります。この考え方は、日本においても、本人中心の支援を

実現するための重要な指針となり得ると言えるでしょう。               （大輪光宏）                       

                                       

 

                                       

           
 

５つの生活場面の２６の権利と責任 
26 の権利は 5 つの主要領域に分類されています。個人に関する権利（Personal Right）、日常生活に関

する権利（Living Arrangement）、健康に関する権利（Health Care）、生活力の向上に関する権利（Work 
& Habilitation）、安全な環境に関する権利（Safe Environment）の 5 つです。 

編集後記  

３月に入り陽射しにも春の気配を感じるようになりました。春の陽気とは裏腹に緊迫した世界情勢

が連日トップニュースに入ってきます。影響は多くの国々に及んでいます。身近な日常生活にもその

影響は直結し、昨今の物価高騰をさらに押し上げることも。そんな中、ラノ・コルティナ 2026 冬季オ

リンピックでの日本選手のオリンピックでの活躍は明るい話題を提供してくれました。本当に世界が

平和であって欲しいものです。                         （小川 弘子） 

 


